
㊨ 基安安発第 1228002号

平成 18年 12月 28日

厚生労働省労働基準局

安全衛生部安全課長

都道府県労働局

労働基準部安全主務課長 殿

ターボ圧縮機用ガスクーラ (シェルアンドチューブ式)

に対する労働安全衛生法の適用について

標記について､社団法人日本産業機械工業会会長からの別紙 1の照会に対 し､別紙 2のとおり

回答したのゼ了知されたいO

また､別紙 3のとお り登録個別検定機関の長あて通知したことを申し添える｡



別紙 1

席機 ｢.第そうg:i号

平成 】8年12月2111

■-l一一-YL一¶･I･･■■一､日-t一一一

汚批 抽汗十上_∴ .

厚生労働省労働基準局

安全衛/壬三部安全課長 殿

ターボ圧縮機用ガスクーラ (シェルアン ドチューブ式)

に対する労働安全衛生法の適用について (照会)

現在,当1二葉会所属会社の事業場では∴F記 lのダ1-ボ圧縮機mガスクーー-ラ (シェルアンドチ

ューブ式)を製造 していますが､このガスクーラに対する労働安全衛生法据 薗榔 こついては. ド

紀20)とおり取り扱ってよろしいかお伺いします｡

記

1.夕一一ポ圧縮機用ガスクーーラ (シェルアンドチューブ式)の概要

(1)臼的及び仕様

夕-ポJqfI.締機は､圧縮ガスを作 り､外部に供給する機械であり,肝縮過程で高温になった

空気を水で冷却するためのガスク-ラ (熱交換器)が備えられている (別添 l)O

冷却の過程で高温になった水は冷却塔に送られ､冷却さす1て再びガスクーラに戻さ才lる

(別添2)a

本照会のガスクーラはターボ圧縮機川に製造されるものであり､そ才1以外の用途で使用さ

れることはない｡

･現在ターボ圧縮機用ガスクーーラとして考えられる圧力､温度,内rJa碍 U)最高仕様は次U)と

i'3りである,

,シェル (JIli縮ガスが練れる部分)

ア)最高使用推力 5- OMPa

イ)最高温度 3tH〕℃

ウ)内容積 34m),

ア

ー

(

ト

イ

ト

ト

L

チューブ (冷却水が流れる部分)

(ア)最高位JHTiリ] 1.りMPa

(.()最高温度 70℃

(ウ)内容積 1. O8m '

(2)ガスクーラに対する労働安全衛Ff=.法の適脚 こ当たってU)疑義

ガスクーラのシェルについては､圧縮ガスが流れており､卜記 日 )のアLJ)(ア)及び (ウ)



か EL.第 一梗圧 力容 旨旨(巌高使用圧力(), 3㌔ノ廿 ;it二.人工 かつ､内容頼り り′lm JL日

に相当する最副 Lifj刷i:.力及び内容積 を有 Lている,

チ ュ ー :)には冷却水が流れているが､Tt縮ガ スJJ)十 一うIHIH鼠i舶hl.1割 石垣tl-/i-混度 ( 殿

的lIは (日):(1以 ド)に設定 されてお り､温 度監視が適切に行われ紺 ま､冷却 水(ノ)温度が l【)

りJ(:(人知 l･IL二才汗ナる/Jwr)沸ノ畑 を超える ことはな く､ガス F7--ラは､吊 JH )U〕アL/日 ア)

及び (En か ら第 .矧 王力容器に該当する｡,

しか しなが ら､温度監 視が適 切に行われない場合､ガス牛--I7冷却 ノk側 に圧 力が掛か-工

いるため､冷却 水は高速で流れ るは縮 ガ スか らU)熱 を受けて 1日日で､を超 える水となる右そ

れがある｡二U')場 合､ガスクー-ラは第 ∵種lrJ:-力容器 rjG'tH:.(二抽 ‡る沸点 を超 える温 度しノ用を

体 を保 軒 ㌻る容器)に該当す ることとな る二

日目 温ノ机用1度監視に関する これ までU)考 え j7

昭和::39年 .='H 1l日l付け)副文第2告jl軍 (以 T/ r雛 22(日 号榔 室 Htい 'JJlに右

いては.温水ポ イう-か ら南接温ノkL/)li摘斤を受Liる温水ヘ ッダーにつ いて､Fr潤相=卸装置を

封I.-ir以J:.備え.内部Lr)温/恒 J:)混度が常 に､日日)rJCを超 えな いよ -)(こした場 合には､第 一挿

圧 力容器に該当 し加 ノバ)U)として取 り扱 って よい こととされている,J

また､昭和30年 L2月1日付け/捌 描 写127:~iL3-(以 下 ｢第 ′日j7.'‖lli郵垂 とい てJ_)

に右いては､混ノl(JT日 う-一十二接続 され る熱交換 呂斜 二-)Lt/て∴ 第1'｣tJ)号榔 至に準 L:,L一蝿り

扱 って▲よい こととさ右Iている亡

(L,日 夕一一ポ圧縮機Lf)温度監視

7.ガス′J,/- う(/J)出目温度監 視

夕-一ボ圧縮機で設置 され る複数LJ)カスク一一-ラに右 いて､最終 ガ スウ1-ラJ))再'rF,1ガ7日rl

側 L)カ所で圧縮 ガ /,〔/棚TlJ豊を監視 してお り､圧縮ガー日嗣葦が設定値 〔 ･般的 には (うりUU､

日 に遁 した時 に クーーポ止縮機 を日動停止させ る機構 を育する㌧

クーーボII-I.縮機では圧縮 ガス側は ･系統 で連結 されてお り,前段 Ujガス Jj -デ でレ)ガ ス温

度上伸 封菱段 に瞬時 に伝播 され最終 クーーラで検出できるため､代表 一点,J)みを監視 してい

る ､

なお,IJf_縮 ガス温度Lr:)設'F封直は メーカが決定するもU)であ り.圧縮機納 入障汗二適 直な値

に設定 した もJ)を納 入する｢､ 納入後､変更することはな く.タ---ポ圧縮 機を使用する事

業者が独自に変更する こともな巨

仁 保護回路

吊 己ア州 .ITI1度監視は コケ両州31係 続 で行われてIJLl,り昌TTL厚七 二ノウ LTTSr川n｣ (測紬lt

机体).日Sl醐2く熱電 帖 等)を独 立させ､ 仁̀ )(_/用11.度閉闘器 またはTI.TIlJ隻/7､十 ノチ (-,:'

(ウロプロセ ッサ ･ノ｢~1/)うムコニ ト【1 --77.'二よ り幣詔uL,てい′も一

二LJ)監 視機構は_'II,所いい~梢 了か EI_貼 ･;･';そ棒知 Lた時 [yFL､直T,工 々-∵臣l二棉機 をF吊り/

一項卜させる回路を存 Lている (ljrhdH l

また､二J梢,/.･:視機構工故障 JJi電源消失が発十 rl,;il一 画 l:,工 ソー-:ロト_紬機をl'l動作目

させる回路 を存 している ー



;,i.クー-ポ圧締梯川ガスJj--:)に封･する労働安 て雄性法Li),l釦H

第二∠二',リ日号.脚室及び第′li)'lA/A:',号通達により言捌 くボイラー-かLt,イi蟻指される温水を保存す

る容照については､自動制御装置,E∠個以 I･.備え､両部.ノ)温水rJJ)混度がfiH'｣ 1日 り十/:f･超え

,+Iいようにした場合には､第 一種圧力容器,-に該当Lないも(J)として的り扱うTよいことと封 し

ている′､

夕-鼎 1:縮機Hlガスクーーラについては､圧縮ガスを熱源とLて冷却水が加熱される構 造であ

るが､クー∵]ミ圧縮機全体でみると.ガスクーケ J,)JT:.縮刀ス川fT側混度監視装置が別系統で 二日Ll.F

設い巨〕れている′

二U)ガスクー-うU-川:.縮ガス日日J帖 拙皇監視装置刑 岩綿巨してLj引卿 仁 ガス紬=ht-は設定値(

般的にはtH)3(:以 卜)を超えることは無く､冷却水温度手'JIH)℃を超える二とは無い･_

以 卜によ()､夕1-一ポト1-LI縮機はガスヤ ーラ内 し叫令却氷 L/用侶空が 日 日)T,ri･超えないようにする

F'7動制御某帯を2阿傭兵てい7b,と認めLtH iる｢

よって,クーーポ圧縮機用ガスウー一一-.:)は､卜記 巨 ノ日 日 J)機能を有するタ ポ圧縮機と 体

として使用される限り､第22HIit榔重役び第 一127:う号通達に怯づき､第 q抑圧JJ容脚 二

は該当せず､ 卜記 1J) (H J)ア J) (ア )及び (rJ7,1か㌧､第 二稜圧ノ)容器に該 当する

以 1

ヱ責 や7[一一トヒr川冊:縮機委昌余







別紙 2

基安安発第 1228001号

平成 18年 12月 28日

厚生労働省労働基準局

安全衛生部安全課長

社団法人 日本産業機械工業会

会 長 相川 賢太郎 殿

ターボ圧縮機用ガスクーラ (シェルアン ドチューブ式)

に対する労働安全衛生法の適用について (回答)

平成 18年 12月 21日付け産機工第693号をもって照会のあった標記の件については､貴

兄のとお り取 り扱って差し支えありません｡



別紙 3

基安安発第 1228003号

平成 18年 12月 28日

厚生労働省労働基準局

安全衛生部安全課長

登録個別検定機関の長 殿

ターボ圧縮機用ガスクーラ (シェルアン ドチューブ式)

に対する労働安全衛生法の適用について

標記について､社団法人日本産業機械工業会会長からの別紙 1の照会に対し､別紙 2のとお り

回答したので了知願いますD


